
 

 
 

 

 

 

 Take the Win！臨川運動会終了      校長 河口尚志 

 

 とてもよい天気の中、臨川小の春の運動会が無事終わりま

した。今年度は臨川史上初の「赤 508 点 対 白 508 点」で同

点優勝でした。紅白の応援団長が仲良く 2 人で優勝旗を受け取

りました。 

 今年は、久しぶりに「表現種目」を取り入れました。 

 運動会は、競い合う楽しさや喜び、そして表現する楽しさや喜

びの 2 つの側面があります。子供たちもこの２つを味わい、自分たちの表現に誇りをもって演技するこ

とができました。ほとんどの学年が表現を経験していなく、教員がタブレットで撮った動画を教室で見

せて初めて「こんな風に見えているんだ！」「きれい！すごい！」「この動きはもっとそろえなきゃ！」

など、子供たちなりに感じ取ることができました。あわせて、より探究を意識して、子供たちが考える

創作の部分も取り入れました。 

〇低学年「みんなでヒーロー！」 

 曲のテンポがよく、ノリもよく、リズムに乗ってとても可愛らしく踊ることができていました。手首

に付けたキラキラのポンポンが光っていました。隊形の工夫やきめのポーズがとてもよかったです。 

〇中学年「『シンクロ』Bang‐Bang Here We Go！」 

 アップテンポのリズムに合わせて、とても複雑な動きを見事に表現できていました。フラッグは 2 色 

のアピールとバサッと聞こえる音の 2 つの面から楽しむことができました。迫力抜群でした。 

〇高学年「踊りにいのちを～南中ソーラン～」 

集団の美しさと力強さを感じました。この踊りの歴史や文

化を学んだからこその気持ちが 1 人 1 人に宿っていました。

踊りに対する個々の思いが十分に伝わる表現でした。高学年

らしさが現れました。 

  

春の運動会は、新しい学年がスタートして 1 か月後に練習

が始まります。この時期の大きな行事は、学級や学年の団結

力や協力、行事を成功させようという意気込みやうまくいったという達成感を味わうことがねらいとな

ります。 

 

 ここで培った力をこの後の学校生活で生かされてこそ、行事の意義が

あります。そんな風に進めていきたいと思います。 

前日と当日の朝、そして終了後のテント等の片付けの保護者の方々の

ご協力と手際のよさに感激です。改めて御礼を申し上げます。ありがと

うございました。 

 

 
http://home.u00.itscom.net/rinsen 
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